
維持・存続が危ぶまれる集落の新たな地域運営と資源活用に関する方策検討調査 

 

 
１．趣 旨 

国土形成計画について調査審議している国土審議会計画部会では、人口減少、高齢化の著し

い維持、存続が危ぶまれる集落について、住民の発意・意向に基づいて暮らしの将来像の合意形

成を図ることを基本としつつ、地縁型のコミュニティを中心として近隣集落、事業者、NPO 等の集

落内外の多様な主体と連携を図りながら「新たな公」の考え方に立った新しい協働の仕組みを構

築することが必要とされている。 

本調査では、このような状況を踏まえ、多様な主体の参画による社会実験（島根県）及びワーク

ショップ（茨城県、広島県）等を通じて、地域の実情を踏まえた持続可能な新たな地域運営と資源

活用に関する方策をとりまとめ、わが国における多様な主体の参加による集落の維持等のモデル

ケースを構築することを目的とする。 

 

２．事業概要 

(1) 集落の状況に関する現況把握 

(2) 集落の新たな地域運営と資源活用に関する先進事例調査 

(3) 集落の新たな地域運営と資源活用に関する社会実験・ワークショップの実施 

多様な主体の参画による社会実験（島根県）、ワークショップ（茨城県、広島県）を通じて、

集落の新たな地域運営と資源活用に関する課題の整理、推進方策の検討等を行う。 

(4) 総括フォーラムの実施 

社会実験を通じた調査結果等について、関係者の相互理解を深め、広く一般に周知する

ことを目的とした総括フォーラムを開催する。 

(5) 検討委員会の運営 
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